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環境行動ポイント事業の実施状況等について 

 

区民一人ひとりが脱炭素やごみ減量などの環境行動を日常生活の中で実践し、環

境に配慮した行動を「あたりまえ」のものとして定着させる機運を醸成することを目的

として開始した「環境行動ポイント」について、現段階における実施状況等を報告す

る。  

 

１ 実施状況 

付与メニュー ポイント数 実績※ 前年度実績 

子どもエコ講座 １００P ９３人 ５２人 

地球温暖化防止出前講座 １００P ７人 ４６人 

なかの気候区民会議 会議１回：３，０００P －  

デコ活コンテスト 

※実績は応募数 

参加賞：100P 

最優秀賞：3,000P 

優秀賞：1,000P 

 

   ２３件 

 

   ２４件 

みどりの貢献賞 

※実績は応募数 

貢献賞：2,000P 

奨励賞：1,000P 
    ５件     ９件 

生ごみ処理機・コンポスト化

容器あっせん事業 

２，０００P ４７件（うちポイン

ト付与は 21 件） 
  ４１件 

※令和８年８月末現在 

 

２ 利用状況の分析及び課題 

ポイント付与は、参加者の環境行動への動機付けに一定寄与するとともに、アンケ

ート回収率は 100％となるなど、事業運営上の効果も表れている。 

 一方で、現在のメニューは講座やイベントへの参加を中心としているため、日常生

活における環境行動を促進する方策が必要である。 

 



 

 

 

 

３ 今後のポイント事業の展開 

環境行動ポイント事業は、区民の行動変容を促進するツールであり、環境行動を

日常の習慣として定着させることで、脱炭素社会及び循環型社会の実現を目指すも

のである。 

行動変容は、知る → 学ぶ → 行動する → 継続する → 広げる、といったプロ

セスを経るものであり、ポイント付与のねらいや役割、展開例は次のとおりである。 

今後は、こうした考え方に基づき、ポイント付与メニューの選定やポイント数、手法

を検討していく。 

フェーズ ねらい ポイントの役割 展開例 

知る 環境問題への

関心喚起 

情報に触れるきっかけづく

り 

・イベント参加 

・アンケート回答 

学ぶ 環境行動への

理解促進  

学習時間や手間へのインセ

ンティブ 

・セミナー受講 

・検定受験 

行動する 最初の一歩の

後押し 

行動に伴う心理的・経済的

負担を軽減 

・再エネ導入 

・生ごみ処理機導入 

継続する 環境行動の習

慣化 

行動を継続するためのモチ

ベーションの維持 

・食ロス削減の継続 

・継続的な省エネ行

動 

広げる 地域全体への

波及 

環境行動を地域に定着 ・集団回収への協力 

・地域美化 

・地域緑化 

   


